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出題意図及び解答又は解答例
※試験問題自体を公開しない場合はその理由

日本の金融商品取引法の情報開示について、財務情報と非財務情報に分けて説明しなさい。

本問は，金融商品取引法に基づく開示制度の理解を通じて，有価証券報告書における財務情報と非財務情報の構造
を正しく把握しているかを確認することを目的とする．特に，近年の制度改正により非財務情報の重要性が高まってい
る背景を踏まえ，非財務情報の内容と意義を理解し，それを自然言語処理による分析の対象として適切に位置づけら
れるかを評価する意図がある．

解答又は解答例

本問題は論述式の筆記試験問題であり、解答は一義的でないため、以下に、採点時の基準や観点等を示している。採
点にあたっては、以下の点を総合的に評価する。

1. 金融商品取引法にもとづく開示制度の基本構造
2. 有価証券報告書における「財務情報」と「非財務情報」の違い
3. 近年の制度改正による開示範囲（サステナビリティ・人的資本・ガバナンスなど）の拡大とその内容
4. 非財務情報と虚偽記載との関係


